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「大学図書館で学ぶ」                               文学部教授  藤森 馨 
 
 
図書とは何か？図書館とは何か？古来多くの
先人達が、自問自答してきたことである。当初、
図書の収集は、個人的なものとして始まった。そ
の目的は様々であったであろうが、おおよそ、調
査研究・学習・娯楽などを目的としたものであっ
たろう。 
 図書の収集が国家的事業にまで発展したのは、
世の東西を問わず、アレキサンドリア図書館のよ
うに自国が存立するためのギリシャ文化の正当
な継承と世界認識の拡大のためや、前漢の宮廷図
書館が目指した儀礼・文化の充実を目的としたも
のであった。そして、その延長線上には正史の編
纂という大事業が待っていた。治乱興亡が起こる
たびに図書は、散逸と収集・整理を繰り返したの
である。そうした中で、古人は図書に対する認識
を深め、それを収集する機関にも関心を持つよう
になっていった。そうした苦難の結実は、今から
おおよそ 2000 年前東西同時に現出した。アレク
サンドリアの図書館司書カリマコスのピナケス
120 巻、前漢の劉
りゅう
向
きょう
・劉 歆
りゅう きん
父子の別録・七略は、
その成果といえよう。 
 我が国 14 世紀南北朝動乱期を代表する文化人
卜部兼好は、その随筆『徒然草』第十三段の中で、 
 
 ひとり、燈のもとに文をひろげて、見ぬ世の人
を友とするぞ、こよなう 慰むわざなる。 
文は、文選のあはれなる巻々、白氏文集、老子
のことば、南華の篇。この国の博士どもの書け
る物も、いにしへのは、あはれなること多かり。 
 
と、図書とはいかなる存在か、ということを鋭く
分析している。兼好によれば、図書とは「見ぬ世
の人を友と」することができるタイムマシンのよ
うなものであるという。 
 この兼好の図書に関する定義と奇しくも一致
する学説を提唱したのが、20 世紀の図書館学者ピ
アス・バトラーである。彼はその著『図書館学序
説』(1933)の中で、 
 
 図書とは人類の記憶を保存する一種の社会的
メカニズムであり、図書館はこれを生きている
個人の意識に還元する、これまた一種の社会的
装置である。 
 
と、「図書とは人類の記憶を保存する一種の社会
的メカニズムで」あると兼好と同様の見解を示
し、兼好の頃には存在しなかった図書館について
は「図書館はこれを生きている個人の意識に還元
する、これまた一種の社会的装置である」と、そ
の特質を端的に述べている。その生存時代に約 6
世紀の時間的隔たりがあり、空間や環境にも差異
のある二人が、図書に関して同様の見解を述べて
いるということは、大変興味深い。 
  二人の優れた先人が異口同音に指摘している
ように、図書とは過去の事実や優れた思想・哲学
を我々に提供してくれる極めて重大な特質を持
っていると考えて良かろう。 
  残念ながら、我々は未来に学ぶことはできな
い。未来を考えるということは、すなわち昨日ま
での事実・記録から未来のあるべき姿を、模索す
ることに過ぎない。図書は過去を考えるばかりで
はなく、未来を推し量る唯一の手段といっても過
言ではない。 
世の東西の大学の歴史を回顧すると、その多く
が図書館から始まっている。図書が収集され、そ
こに知的関心を持つ人々が集い、やがて大学へと
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発展して行った。大学図書館とは、大学にとって
頭脳であり、心臓部であり、中枢部といっても決
して言い過ぎではない。情報化時代の今日、大学
図書館には図書資料ばかりでなく、あらゆる種類
の情報媒体が存在する。そうした情報を駆使する
ことによって、我々はあらゆる可能性にアクセス
することが可能なのだ。情報の洪水を制御し、勇
気をも持って情報の大海へと船を漕ぎ出し、未知
なる世界に分け入ろうではないか。大学図書館は、
きっと利用者である諸君達に、想像以上の成果を
もたらしてくれるにちがいない。      
（ふじもり・かおる＝中国語・中国文学専攻主任）
 
 
 
 
 
 
 
                                                                           
 
「時代と共に、大学図書館」                                               
図書館事務部長  植田 英範 
 
 
いま、大学に国際競争に勝てる高度な人材育
成、教育力が求められ、大学図書館の存在につ
いても不要論を含めにわかに論争が高まって
いる。また、デジタル化の急激な変化は、旧来
型図書館に見直しを迫っている。 
結論から言えば、衆目のラーニング・コモン
ズのように、大学図書館は高度な学習・教育環
境という「場」として社会の極めて重要な存在
になりつつある。 
そのイメージは、伝統的な図書館資料に加え、
データベースや e-Journal、機関リポジトリな
ど多様な学術情報と居心地のよいアメニティ
ーの提供、専門スタッフのサポート、いわば学
術資源（情報・ICT）、場所（空間）、人（専門
サポーター）の融合であるという。つまり、図
書館における自律学習や研究、多様なコンテン
ツ制作、知的生産や価値創造の支援という動的
サービスをもって教育力を上げるためのアー
キテクチャーでもある。驚くべきことに、本学
図書館が 2002 年に樹立した「統合学習環境」
の概念と、図らずも一致する。 
当館はまた、パソコンを沢山並べてカフェを
置くだけじゃなく、より質の高い情報集めを指
導し、必要な ICT機器ならびにソフトウェアを
配備し、その使い方や付加価値情報の制作を支
援し、書いたり作ったりする中で「考える力」
を強化しようと試みている。 
2004 年には、身近な教材となる我が師
．．．
の著作
物（論文・記録映像、授業教材、レポート）、
利用者自身
．．．．．
の著作物（論文・活動記録）、図書
館収蔵資料などのマルチメディアアーカイブ
＝国士舘学術情報リポジトリ「kiss」を構築し
ウェブ公開した。利用者なら誰でも完成したコ
ンテンツを投稿できるし、それが恒久的に世界
発信され続ける。また、2007 年秋季からサービ
スを開始したパーソナル kiss は、利用者の学
習ノート・研究成果や自らが収集する生活と密
着した多様で膨大な情報源をパーソナライズ
して保持し検索できるという、クラウドコンピ
ューティング時代（Web3.0）の戦略的図書館サ
ービスである。今日のように情報源が爆発的に
増え続ければ、速度が速すぎて収集・蓄積も、
あれは何処？などと、蓄積した情報をタイムリ
ーに活用することも困難にするので、サービス
利用者はリテラシーの点で競争優位へ向く。 
大学図書館のサービス空間は、もはや館内か
ら全キャンパス、利用者の行動圏、地球規模へ
と拡大した。実生活での役立ち度が実感できる
だけに、大学図書館の利用者支援の優劣が大学
の価値基準になる。図書館不要論なぞ「どこ吹
く風」である。 
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お知らせ                                                        
 
■閲覧席及びＰＣを増設しました 
 
  定期試験やレポート提出などで館内が混雑する時期を前に、中央図書館内への閲覧席及びパソコンの 
増設を行いました。これは、世田谷キャンパス拡充に伴う学生数の増加に対応したもので、閲覧席６８席、 
パソコン３０台を新たに配置しました。館内のレイアウト変更に気がついた方は、かなりの図書館ツウ？！ 
 
 
■ＯＰＡＣ検索結果から紀要（本文）が見られるようになりました 
 
国士舘大学附属図書館紀要データベースとOPAC検索結果詳細画面がリンクしたことで、国士舘大学発行の紀要を
OPAC で検索すると、検索結果から本文(PDF ファイル)までたどりつけるようになりました。 
他の検索ツールも併せ、Ｗｅｂ上で閲覧できる便利な機能をぜひご活用ください。 
 
■OPAC検索画面→http://libuu.kokushikan.ac.jp/mylimedio/search/search-input.do 
■紀要データベース一覧→http://www.kokushikan.ac.jp/library/kiyou/kiyoutop.htm 
■学術情報横断検索画面→http://libw01.kokushikan.ac.jp/ 
※最新号の掲載にはタイムラグが生じるため、本文掲載に時間がかかる場合があります。 
 
例示： 
 
 
 
 
■新着図書がＯＰＡＣ検索画面で確認できること知っていましたか？ 
 
ＯＰＡＣ検索画面右上の「新着資料一覧」をクリックすると、最近１週間以内に図書館で受け入れた図書その他資料
の一覧が表示されます。話題の情報チェックなどにぜひお役立てください。 
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■休暇貸出を始めました ～冊数は通常の倍！ 
夏季休暇期間中、下記のとおり貸出期間を延長します。 
なお、今年は、世田谷キャンパスの２週間にわたる休講措置に伴い、試験期間が変更した関係から、中央図書館は
受付開始日が遅くなっています。ご了承ください。 
※対象は、本学学生のみです。 
＜鶴川図書館・多摩図書館＞ 
■学部生 
受付期間：７月１９日（土）～９月１１日（木） 
返却期限：９月２６日（金） ※ただし、９月卒業予定者は、９月８日（月）とします。 
貸出冊数：１０冊 ※ただし、９月卒業予定者は、５冊とします。 
■大学院生 
受付期間：７月１９日（土）～８月２５日（月） 
返却期限：９月２６日（金）  
貸出冊数：２０冊 
＜中央図書館＞ 
■学部生 
受付期間：７月２５日（金）～９月１１日（木） 
返却期限：９月２６日（金）  
貸出冊数：１０冊   
■大学院生 
受付期間：７月２５日（金）～８月２５日（月） 
返却期限：９月２６日（金）  
貸出冊数：２０冊 
 
 
 
 
＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
 
2004年に公開されたアメリカ映画「ディ・アフター・トゥモロー」(The Day After Tomorrow)
は、急激な気候変動によって一気に寒冷化してゆく地球を舞台にしたスペクタクル映画で
す。この映画の中で主人公たちは洪水と寒波とをのがれて、ニューヨーク・パブリックライブ
ラリーの中に适げ込みます。 
実は私がもっとも印象に残ったのはスペクタクルシーンではなく、エンディング近くの小さな１
シーンでした。 
最後にライブラリーから主人公たちが救出されますが、その中に男性司書が一人います。
その際彼は１冊の大きな本を抱えていました。彼はそれを問われて「グーテンベルグ聖書。
地球にも文明が存在したことの証拠にしたいので貴重書庫から持ち出した」といいます。 
彼はなぜ緊急事態にわざわざそれを持ち出したのでしょうか。彼がポケットから何やらディスク１枚を出して、「この中に
人類の歴史が入っている」とのたまう演出もおかしくありません。にもかかわらず、彼は地球に存在した文明の証としてあ
またの物を押しのけ「書籍」を選択しました。それは単なる偶然？、脚本家がドイツ人だから？、本当のところは丌明です
が、私はそこにメッセージを感じたのです。 
  DVD の規格はいつまで有効でしょうか。本体は劣化せずいつまで保つでしょうか。現代の記録媒体は「人類の文明の
証」を託すにはあまりに心許ないことは事実です。 しかしそれらの丌都合によって技術が後退した歴史はありません。い
くら影を強調しても光の明るさが強いほど、人間はその光を消すことはできなくなっているからです。 
 それからするとこれは「本」と「コンピューター」のどちらを採るかという対決の話ではなく、共存の話だったと思えます。捨
てていいものとそうでないものを区別しろ、ということだったのではないかと思えるのです。 
 東京では去る５月、この映画がテレビで放映されました。私は再度そのシーンを観ようと待っ
ていたのですが、何と全て見事にカットされていました。ほんの小さなシーンなので放送時間
の調整のためでしょう、バッサリ切られていたわけです。シーンそのものが捨てていい「もの」に
分類されて、何も伝わることがなくなってしまったのです。 
 やはり、危機に際しては「書籍」など無視されるのでしょうか。インパクトはむしろこちらの方が
あったかもしれません。                   
＜笹岡 文雄 ： 図書館第１司書課＞ 
地球滅亡 
と 
図書館 
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ＬＩＢＲＡＲＹ ＮＥＷＳ ＆ ＥＶＥＮＴ 
 
■“学生バイヤー”が図書館の本を選書 
 
６月２１日(土)午後２時から、本学学生による「選書ツアー」（図書館主催）を実施し、学部生１４名が参加しました。紀
伊國屋書店新宿南店で、図書館スタッフと書店担当者から、事前の説明を受けた後、さっそくスキャナーを手に２階か
ら６階までの各分野で真剣な表情で本選びに取り組んでいました。（写真） 
書店での選書は、昨年に続いて２回目。参加者からは、「個人では手の届かない高価な専門書を手にとって購入でき
るのは心強い企画」、「父に買ってもらった本を夢中で読んだことを思い出し、懐かしい気分に浸れた」などの感想が寄せ
られました。また、「もう尐し選ぶ時間がほしかった」、「新書・文庫本も選書の範囲に入れてほしい」との要望も多く寄せら
れ、今後の課題となりました。 
なお、選書した本は、中央図書館１階新着図書コーナー及び図書館ホームページのお知らせで紹介する予定です。 
▢自分の選んだ１冊が蔵書に 
なるって難しい、けど、快感。。 
▢全員でポーズ！お疲れさまでした m(_ _)m 
 
 
 
■図書館ガイダンスを実施 
フレッシュマンたちに図書館利用のコツをレクチャー 
 
今年度の中央図書館における利用ガイダンスは、世田谷キャンパスの
拡充による学生数の増加を踏まえ、１年生への利用指導を中心に実施し
ました。政経学部（フレッシュマンゼミ）、法学部法律学科（ﾌﾟﾚｾﾞﾐ A・B）、
同現代ビジネス法学科（入門ゼミ）では、日常生活から人生設計まで様々
な角度から「大学での学びの基本」を必修科目として単位化しており、中
でも図書館の利用方法については、「図書館を利用した情報収集」（政経
学部）、「図書館の利用方法を知る」（法律学科）として、図書館が１コマを
担当しています。 
ガイダンスの主な内容は、蔵書検索（ＯＰＡＣ）、データベースの利用方
法、図書館内の見学など。館内の施設のほか、各校舎の端末室のパソコ
ンを使って検索のコツ、表示画面の見方など演習を行った後、中央図書
館に移動して、図書等の所在を確認しながら見学を行いました。今回は
すべてのゼミ対象ではありませんでしたが、ガイダンス数は、３８回に及び
ました。また、鶴川・多摩図書館においても２２回（うち個人９回）実施され
ました。なお、学科・ゼミによっては秋期でのガイダンスも計画されていま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
▢「まずはKAEDEネットのユーザー名を
入力しましょう」で始まる情報科学セン
ター端末室でのガイダンス。学科・ゼミ
ごとに演習内容を変えて行いました。 
 
▢５階までぎっしり置かれている蔵書を目の当たり
にした学生たち。「さっき調べた資料はここにおいて
あります」と説明を受け、事前の資料検索の大切さ
を実感と感想。 
 
   国士舘大学附属図書館報｢show-in｣第 18号 2008.7.23 
 
 6 
 
 
                                                                          
開館スケジュール（７月～９月） 
 
▼中央：中央図書館(世田谷) ▼鶴川：鶴川図書館 ▼多摩：多摩図書館 
＜開館時間＞日曜・国民の祝日・創立記念日・年末年始は休館 
中央：月～金 8:40～21:20／土 8:40～19:20    鶴川：月～金 8:40～18:50／土 8:40～16:50 
多摩：月～金 8:40～18:50／土 8:40～16:50 
■休館日（日曜・祝日以外） 
７ /２６(土)： 全館（２１日の振替休校のため） 
８ /１１（月）： 多摩（空調設備修理のため） 
８ /１２（火）～８ /１６（土）： 鶴川、多摩（鶴川・多摩キャンパス一斉休暇のため） 
８ /２３（土）： 鶴川（鶴川キャンパス停電のため） 
８ /２８（木）～８ /３０（土）： 鶴川（館内清掃のため） 
■臨時開館 
 ７ /２１(月・海の日)： 全館（授業日のため）  
■開館時間の短縮 
８ /４(月)～９ /１３(土) ９：２０～１６：４０： 鶴川、多摩 
※世田谷キャンパス夏季休暇中８/１８～９／１３における中央図書館の開館時間については、ホームページ等で追
ってお知らせします。  
 
※開館についての最新の情報は、図書館ホームページの開館カレンダーでご確認ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□□□□□□□□□□□□□□□□□編集後記□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
去る６月２８日～７月１１日の間、はしか（麻疹）感染防止による世田谷キャンパスの休講措置（学生のキャンパス内
への立入禁止）に伴って、中央図書館は臨時休館となりました。利用者の皆様、関係各方面の方々には、ご丌便・ご迷
惑をおかけいたしましたことをこの紙面を借りてお詫び申し上げます。 さて、臨時休講明けのキャンパスは、仲間たちと
の久しぶりの再会を喜ぶ姿があちこちで見受けられ、いつもの活気が戻ってきました。図書館にも、定期試験・レポートに
取り組む学生さんがどっと押し寄せ、入館の度に奏でるゲートのメロディも鳴りやむことがありません。「やっぱり大学図書
館はこうでなくちゃ」。図書館員一同、気持ちも新たに、思いを同じくして利用者サービスに取り組んでまいります。（M） 
 
＊ 
「松陰 show-ｉｎ」は、PDF ファイル形式のみで発行しており、ホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kokushikan.ac.jp/library/publication/publication.htm                                
＊ 
今後、送信を希望される方は、以下のアドレスからご登録ください。 
libsyoin@kokushikan.ac.jp 
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